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主な内容

●特集　おせち料理

●第 24回町民文化祭

●災害に強いまちを目指して



特 集

協
力　

度
会
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

小
さ
な
箱
の
大
き
な
伝
統
文
化

お
せ
ち
料
理

お
せ
ち
料
理

今
度
の
お
正
月
、
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
る
予
定
で
す

か
？
帰
省
を
さ
れ
る
方
、
旅
行
に

出
か
け
る
方
、
ま
た
自
宅
で
の
ん

び
り
と
過
ご
さ
れ
る
方
と
さ
ま
ざ

ま
で
し
ょ
う
。
過
ご
さ
れ
る
場
所

は
さ
ま
ざ
ま
で
も
、
き
っ
と
お
正

月
な
ら
ば
、
お
正
月
料
理
を
食
べ

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で

は
、
お
正
月
料
理
と
し
て
、
お
せ

ち
料
理
は
作
ら
れ
ま
す
か
？
昔
は
、

よ
く
ど
こ
の
家
庭
で
も
、
自
分
の

家
で
い
ろ
い
ろ
と
作
っ
た
も
の
で

す
が
、
最
近
で
は
ス
ー
パ
ー
や
デ

パ
ー
ト
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
お
せ
ち

料
理
を
注
文
す
る
人
が
、
増
え
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。

きんとん
きれいな黄金色から財産が貯まる
ようにとの願いから。

たたき牛
ご

蒡
ぼう

黒い牛蒡は、豊作のときに
飛んでくる黒い瑞

ずい

鳥
ちょう

をさす。
豊作と１年の息災を願う。ま
た、細長い形から、細く、長
くつつましくという祈りから。

伊
だ

達
て

巻き
伊達（粋で目立
つこと）という言
葉から、教養や文
化が身につくこと
を願う。

エビの白ごま揚げ
腰が曲がるまで長生きす
るようにとの願いから。

調理のようす
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ま
た
、
お
せ
ち
料
理
の
食
材
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
わ
れ
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
た
か
？
昔
の
よ

う
に
家
で
作
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の

年
々
の
会
話
の
中
で
、
繰
り
返
し

伝
え
ら
れ
て
い
く
機
会
も
多
い
の

で
し
ょ
う
が
、
最
近
で
は
、
そ
の

よ
う
な
機
会
も
減
り
、
意
外
に
知

ら
な
い
人
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

そ
こ
で
、
是
非
、
今
度
の
お
せ

ち
料
理
は
、
い
ろ
い
ろ
な
い
わ
れ

を
話
し
な
が
ら
、
家
族
で
協
力
を

し
て
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
わ
が
家
の
味
を

残
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
１
品
で

も
手
作
り
の
お
せ
ち
料
理
を
添
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
さ
な
お
重
の
中
で
す
が
、
お
せ

ち
料
理
を
わ
が
家
の
伝
統
文
化
と

し
て
、
健
康
や
子
孫
へ
の
思
い
を

込
め
て
、
親
か
ら
子
へ
と
受
け
継

が
れ
て
い
く
こ
と
も
、
い
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

インタビュー

伝
統
的
な
基
本
の
味
、
わ
が
家

の
こ
だ
わ
り
の
味
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
に
も
、
お
正
月
は
手
作
り

の
お
せ
ち
料
理
で
祝
い
た
い
も
の

で
す
。

年
末
、
早
い
目
に
素
材
を
用
意

し
た
り
、
買
い
物
な
ど
を
し
、
時

間
も
手
間
も
か
か
っ
て
大
変
な
の

に
、
残
っ
て
し
ま
う
と
本
当
に
悲

し
い
の
で
、
家
族
が
喜
ん
で
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
心
を
込
め
て
作

る
こ
と
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

度会町食生活改善推進協議会

会 長

西村　ヒロミさん

（小 川）

数の子
卵の数にあや
かり子孫繁栄を
願う。

田作り
片口いわしの干物
を田の肥料に使って
いたことから、五

ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

を願って。

紅白なます
紅白の彩りがおめでたさ

を演出し、平安、平和を祈
る縁起もの。

矢羽根れんこん
れんこんの穴を通して未来の
見通しがきくという縁起をかつ
いだもの。

次頁にレシピを紹介
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ピレシ

数の子
【材　料】（４人分）
数の子 ４腹 みりん 大さじ２
酒 大さじ２ かつお出し汁 １５０
しょうゆ 大さじ２ かつお節 少々

【作り方】
　数の子を斜めに切り、水で塩出しする。
　みりんと酒を火にかけ、アルコールを煮きり出し汁、
しょうゆを入れさます。
　数の子を②のつけ地半分で洗う。
　しばらくしてもう一度つける。（本漬け）
　盛り付ける前に、汁気を切り、かつお節で和える。

田作り
【材　料】（４人分）
ごまめ ５０ｇ
酒 大さじ３ 砂糖 大さじ１
みりん 少々 しょうゆ　 大さじ１
一味唐辛子 少々

【作り方】
　ごまめは、フライパンで焦がさないように弱火でよ
く炒る。
　Ａを鍋に入れ、沸騰させて煮詰める。泡が小さくな
り、煮詰まったら、ごまめを入れて味をからめ、皿に
移し、冷ます。
　好みで一味唐辛子をふる。

たたき牛
ご

蒡
ぼう

【材　料】（４人分）
牛蒡 １/2 本
出し汁 １６０ 出し汁 小さじ２
みりん ２０ 砂糖 大さじ 1/2
塩 少々 薄口しょうゆ
しょうゆ 小さじ２  小さじ１
いりごま 大さじ１ 酢 小さじ１

【作り方】
　牛蒡は、３長さに切り、太いところは、４つ割り
にし、酢水でゆでる。
　Ａの調味料を合わせ、①の牛蒡を入れて煮含める。
味がつけば、ざるに取り、汁気をとる。
　ごまは、すり、Ｂの調味料を入れて混ぜる。
　②の牛蒡をたたいて、少しつぶし、③の中に入れて
味を含ませる。

お重に詰めると

紅白なます
【材　料】（４人分）
大根 ６ 塩 少々
人参 ２ 酢　 ８０
砂糖 大さじ４ 干し柿 １個
みつば ３本

【作り方】
　大根は、マッチ棒の長さに切り、塩をしてしんなり
させる。
　人参も棒状に切って、塩でしんなりさせる。
　①②を塩でさっと洗い、汁気をしぼり、甘酢の半分
に漬ける。残りを仕上げに漬け直す。
　干し柿は、せんに切り、甘酢に漬け、盛り付ける直
前に、③に入れる。
　みつばは、２長さに切り、ゆでる。
　なますを盛り付け、みつばを散らす。

矢羽根れんこん
【材　料】（４人分）
れんこん ２００ｇ 酢 大さじ２
酢 １００ 砂糖 大さじ４
水 ７０ 出し昆布 ５
塩 少々 赤唐辛子 少々

【作り方】
　れんこんは、皮をむき、斜めに１幅に切って酢水
につける。
　Ａの合わせ酢を煮立てて、れんこんを入れて少し煮
てさます。
　れんこんの左右を少し切り落とし、中央を縦半分に
切る。開いてつき合わせ、矢羽根の形にする。
　赤唐辛子の輪切りを添える。

伊
だ

達
て

巻き
【材　料】（４人分）
白はんぺん ６０ｇ 卵 ６個
砂糖 大さじ３ みりん 大さじ２
酒 大さじ１ 塩 小さじ１/4
しょうゆ 小さじ１

【作り方】
　白はんぺん、卵、Ａの調味料をミキサーに入れ、２０
秒程なめらかになるまでかける。
　卵焼き器を熱し、全体に油をひいてから、①を一度
に流す。
　２～３分たって卵の外側が固まってきたら弱火にし
てフタをし、７分程焼いて卵に火を通す。
　③を裏返し、さらに弱火でさっと焼く。
　巻きすの上に焼き色の濃い方を下にしてのせて巻
き、冷めてから切り分ける。

おせち料理
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芸術の秋を
楽しむ

第２４回町民文化祭に、

延べ１,８００余人が参加

第２４回町民文化祭に、

延べ１,８００余人が参加

充
実
し
た
作
品
展

去
る
11
月
13
日
、
町
教
育
委
員

会
・
体
育
指
導
委
員
会
主
催
の
第

15
回
度
会
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
、
度
会
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
26
名
は
、
73
歳
を

区
切
り
に
若
葉
の
部
と
、
玉
露
の

部
に
分
か
れ
て
、
秋
晴
れ
の
下
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

大
会
結
果 

（
敬
称
略
）

若
葉
の
部

優　

勝　
　

中
世
古
喜
久

準
優
勝　
　

中
村　

幸
次

３　

位　
　

山
本　

時
生

玉
露
の
部

優　

勝　
　

杉
本　

ゆ
き

準
優
勝　
　

林
田　

利
雄

３　

位　
　

鳴
川　

哲
哉

作
品
展
の
主
会
場
と
な
っ
た
町

民
体
育
館
で
は
、
11
月
13
・
14
日

の
両
日
に
わ
た
り
書
道
、
写
真
、

絵
画
、
俳
画
、
文
芸
、
陶
芸
、
手

工
芸
、
盆
栽
な
ど
、
各
部
門
の
さ

ま
ざ
ま
な
力
作
約
８
０
０
点
が
並

べ
ら
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。

13
日
に
は
中
央
公
民
館
で
、『
ご

み
分
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
』
が
開
催

さ
れ
、
参
加
者
は
『
あ
き
カ
ン
つ

り
』
ゲ
ー
ム
な
ど
を
体
験
し
、

年
々
複
雑
化
す
る
ご
み
分
別
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
14
日
に
開
催
さ
れ
た
お

茶
席
に
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
抹

茶
の
飲
み
方
を
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

14
日
、
度
会
中
学
校
の
体
育
館

で
は
、
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
や
詩
吟
、筝
曲
、

舞
踊
、
歌
謡
、
大
正
琴
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
参
加

者
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

芸
能
発
表
会

秋
晴
れ
の
下

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

お 茶 席

作品展を楽しむ皆さん

『あきカンつり』

グラウンドゴルフ大会
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末
給与所得者の

調 整年

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎

月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉

徴
収
さ
れ
、
年
末
調
整
で
過
不
足

が
精
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
年
末
調
整
の
対
象
と
な
る

方
は
『
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除

等
申
告
書
』
を
年
末
調
整
を
行
う

日
ま
で
に
提
出
し
て
い
る
一
定
の

方
で
す
。

こ
の
年
末
調
整
で
は
、
配
偶
者

控
除
や
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど

の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
扶
養

控
除
等
申
告
書
な
ど
を
提
出
し
、

も
れ
な
く
控
除
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

給
与
所
得
の
金
額
の

計
算
に
つ
い
て

給
与
所
得
の
金
額
は
、
給
与
の

収
入
金
額
か
ら
給
与
所
得
控
除
額

を
差
し
引
い
て
算
出
し
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
勤
務

に
伴
う
必
要
経
費
な
ど
の
概
算
控

除
と
し
て
、
給
与
所
得
控
除
額
が

給
与
の
年
収
額
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合

給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
次

の
よ
う
な
方
は
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


１
年
間
の
給
与
収
入
が
、
２
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方

②
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
方

③
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
（
収
入
金
額
―
必
要

経
費
）
の
合
計
金
額
が
20
万
円

を
超
え
る
方

確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い

方
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。


マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
で
取
得
し
た
場
合

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合


年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合


給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
を
受
け
る
場
合

今
年
の
ポ
イ
ン
ト

平
成
16
年
分
か
ら
、
配
偶
者
特

別
控
除
の
う
ち
、
配
偶
者
が
控
除

対
象
配
偶
者
に
該
当
す
る
場
合
に

適
用
さ
れ
る
部
分
（
配
偶
者
控
除

と
重
複
し
て
控
除
さ
れ
る
部
分
）

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先

　

伊
勢
税
務
署

（

２
８
―
３
１
９
１
）
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◆町美化センター・伊勢広域環境組合（清掃工場）とも、正午から午後１時まで

の搬入はご遠慮ください。

◆年末は混雑が予想されますので、早めの搬入をお願いします。

◆詳しくは度会町カレンダー１２月をご覧いただくか、役場環境施設課（６２

－２４１５）、または伊勢広域環境組合（清掃工場）（３７－１２１８）まで

お問い合わせください。

●し尿などの汲み取り

町許可業者の南島清掃（有）は、１２月３０日（木）から平成１７年１月３日（月）

まで休みになります。早めに度会営業所（６３－００３５）まで、お問い合わ

せください。

年末年始の

ごみなどの取り扱いごみなどの取り扱い

●ごみの収集・受入

町美化センター
月日・時間 内　　容

１２月５日（日）
午前９時～午後４時

粗大ごみ受入

１２月１９日（日） 休み

１２月２３日（木） 休み

１２月２５日（土） 休み

１２月２６日（日） 休み

１２月２９日（水）
午前８時３０分

～午後４時３０分
一般ごみ収集・受入

１２月３０日（木）
午前８時３０分

～午後４時３０分
一般ごみ収集・受入

１２月３１日（金）
～１月３日（月）

休み

１月４日（火） 平常収集

伊勢広域環境組合（清掃工場）
月日・時間 内　　容

１２月５日（日）
午前９時～午後４時

休み

１２月１９日（日） 休み

１２月２３日（木） 休み

１２月２５日（土） 休み

１２月２６日（日） 休み

１２月２９日（水）
午前８時３０分

～午後４時３０分
一般・粗大ごみ受入

１２月３０日（木）
午前８時３０分

～午後４時３０分
一般・粗大ごみ受入

１２月３１日（金）
～１月３日（月）

休み

１月４日（火） 平常どおり
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〈平成１７年１月　学校敷地内禁煙化はじまる〉

７月から連載してきました喫煙・禁煙について考えるコーナーも今回で終わります。それは、
学校敷地内でたばこを吸えなくなる日が近づいてきていること、また、住民の皆さんのご理解
を得られたと考えるからです。
「大人はたばこを吸ってもよい」ことは認められていますが、学校は子どもを健康に成長さ
せることを願う場所です。
学校は、子どもにたばこと接しない環境を提供し、子どもの命を縮めない場所であるべきと
考えます。

喫煙防止、分煙・禁煙支援を打ち出している、三重県南勢志摩県民局保健福祉部を訪れ、近
隣市町村の禁煙・防煙教育について伺いました。

学校では、いよいよ１月から敷地内が禁煙になります。

学校にある灰皿はもうすぐ撤去され、大切なお客様であっても

喫煙はご遠慮願うことになります。

ご理解とご協力をお願いします。

学校禁煙化を考える 度会町養護部会
最終回 学校禁煙化を考える

喫煙行動が習慣になっている人たちに禁煙を強いることはできません。しかし、子どもをた
ばこの害から守るために、吸う場所を選び、さらに、ご自身の健康のためにも禁煙を心がけて
ください。

・『禁煙』を明言しているのは、庁舎・病院・幼稚園・学校等が多い。

・たばこに関する指導は、

①小・中学生（興味を示す）への防煙教育

②幼児（受動喫煙を受けやすい）への防煙教育

③妊婦（胎児に影響する）への分煙・禁煙支援　が多い。

医療機関には、禁煙を支

援する『禁煙外来（ニコチ

ン置換療法）』というのが

あります。お近くの医療機

関で尋ねてみてください。

また、自分の意志で禁煙

に成功した人も増えていま

す。その人たちにどのよう

にして禁煙できたかを聞く

と参考になりますね。

『豊かにあれ健康づくり

運動』で、たばこに関する

問題について取り組んでい

るところは５市町村。

広報わたらいの記事を読んでくれ

た人が禁煙を考えてくれるとすばら

しいですね！

寺口さん

石さん山本さん
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最
近
、
右
記
の
よ
う
な
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
支
払
督
促
制
度
を
悪

用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

支
払
督
促
制
度
と
は
、
支
払
い

を
請
求
し
て
も
相
手
が
応
じ
て
く

れ
な
か
っ
た
り
、
反
応
が
な
い
場

合
に
は
、
裁
判
所
の
力
を
借
り
て

相
手
に
支
払
い
を
す
る
よ
う
に
請

求
す
る
方
法
で
、
債
務
者
の
住
所

地
を
管
轄
す
る
簡
易
裁
判
所
に
支

払
い
の
申
し
立
て
を
す
れ
ば
書
面

審
査
だ
け
で
、
裁
判
所
か
ら
債
務

者
に
対
し
て
支
払
督
促
が
送
達
さ

架
空
請
求
の
新
た
な
手
口
に

ご
注
意
く
だ
さ
い


裁判所から『支払督促』が届いた場合

２
年
前
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
の

無
料
通
話
分
を
利
用
し
た
ら
、
突

然
料
金
発
生
３
千
円
と
出
て
び
っ

く
り
し
て
３
千
円
は
支
払
い
、
サ

イ
ト
を
閉
じ
て
そ
の
後
は
利
用
し

て
い
な
い
。
先
日
、
裁
判
所
か
ら

支
払
い
督
促
が
届
い
た
。
ど
う
対

処
し
た
ら
よ
い
か
。

れ
ま
す
。

少
額
訴
訟
の
よ
う
な
請
求
金
額

の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
費
用
は

通
常
の
裁
判
の
半
額
以
下
で
済
み
、

申
立
人
は
裁
判
所
に
出
頭
し
な
く

て
済
み
ま
す
。（
郵
送
で
も
可
能
）

ま
た
、
訴
訟
の
よ
う
に
債
務
者

を
呼
び
出
し
て
事
情
を
聞
い
た
り
、

証
拠
調
べ
な
ど
は
一
切
行
わ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
非
常
に
迅
速
で
す
。

１
こ
の
よ
う
な
契
約
は
し
て
い
な

い
。

２
自
分
が
支
払
っ
た
金
額
が
支
払

い
督
促
と
違
っ
て
い
る

３
計
算
関
係
に
疑
問
が
あ
る

４
請
求
金
額
に
問
題
は
な
い
が
、

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
し
た
い

と
い
っ
た
と
き
に
、
債
務
者
は
異

議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
場
合
は
、通
常
訴
訟
（
裁
判
）

へ
移
行
し
ま
す
。
異
議
申
し
立
て

を
し
な
け
れ
ば
、
債
権
者
の
申
立

に
よ
り
支
払
督
促
に
仮
執
行
宣
言

が
な
さ
れ
（
こ
の
場
合
も
異
議
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
）、

債
権
者
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
強
制

執
行
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

☆
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
覚
え

が
な
い
、
自
分
に
は
関
係
が
な
い

か
ら
と
い
っ
て
放
っ
て
お
く
と
、

裁
判
所
か
ら
強
制
執
行
が
な
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
支

払
督
促
が
裁
判
所
か
ら
の
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
電
話
帳
な
ど
で
確

認
し
た
う
え
で
、『
支
払
督
促
』

を
受
領
し
た
日
の
翌
日
か
ら
数
え

て
２
週
間
以
内
（
必
着
）
に
必
ず
、

裁
判
所
に
対
し
て
『
督
促
異
議
申

立
』
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先

三
重
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

（

０
５
９
―
２
２
８
―
２
２
１

２
）

事件番号 平成  年（ ）第  号  

 

支 払 督 促 
 

当事者の表示、請求の趣旨（請求金額）及び原因は別紙記載のとおり。 
債務者    は、     上記金額を請求者に支払え。 
債務者がこの支払督促の送達を受けた日から２週間以内に督促異議の申し立てをしないとき
は、債権者の申立てによって仮執行の宣言をする。 
 

平成  年   月  日  
  

  ○  ○ 簡易裁判所 

裁判所書記官 ○ ○ ○ ○ 
 

 

 
上記は正本である。 
同 日 同 庁 

裁判所書記官 ○ ○ ○ ○印 
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Vol.9

昨
年
１
年
間
で
、
町
内
で
は
３

３
３
件
の
救
急
出
動
が
あ
り
、
今

年
も
す
で
に
３
２
４
件
を
超
え
て

い
ま
す
。
救
急
出
動
は
、
年
々
増

加
し
、
特
に
急
病
で
あ
っ
た
り
、

高
齢
者
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

い
ち
早
く『
１
１
９
』を

最
近
で
は
、『
１
１
９
』
に
電

話
を
せ
ず
、
直
接
、
消
防
署
に
駆

け
込
む
方
も
多
く
、
逆
に
搬
送
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
を
要
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
た

め
ら
う
こ
と
な
く
い
ち
早
く
『
１

１
９
』
へ
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。同

時
に
、
救
急
車
が
来
る
ま
で

の
間
、
慌
て
ず
消
防
署
の
通
信
指

令
室
の
指
示
に
従
っ
て
、
皆
さ
ん

で
助
け
合
っ
て
応
急
手
当
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

命
を
救
う
第
一
歩

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
突
然
の
け
が
や
病
気
に

襲
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
け

が
や
病
気
の
中
に
は
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
状
態
の
悪
化
を
招

き
、
生
命
の
危
険
に
お
ち
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

突
然
、
け
が
や
病
気
を
し
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
救
急
車
が
来
る

応
急
手
当
は

な
ぜ
必
要
か

『乳幼児の事故予防と救急法』で心肺蘇生法を習う

人 形 を 使 っ て
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ま
で
の
間
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
人
た
ち
が
正
し
い
応
急
手
当
を

し
、
尊
い
命
を
救
っ
た
り
、
症
状

の
悪
化
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
震
災
や
風
水
害
の
と
き

は
、
普
段
の
よ
う
に
救
急
車
が
到

着
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
皆
さ
ん

で
応
急
手
当
を
行
う
な
ど
し
、
助

け
合
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

正
し
い
知
識
と
技
術
を
学
ぼ
う

そ
の
と
き
の
た
め
に
も
、
ま
ず
、

正
し
い
知
識
と
技
術
を
覚
え
て
、

応
急
手
当
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

伊
勢
市
消
防
署
度
会
出
張
所
で

は
、
10
人
以
上
で
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
事
前
に
日
程
な
ど
を
相
談

し
、
応
急
手
当
の
講
習
会
を
行
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
利
用
し
た

り
、
ま
た
講
習
会
な
ど
に
繰
り
返

し
参
加
し
、
い
つ
で
も
応
急
手
当

が
行
え
る
よ
う
に
、
各
自
が
正
し

い
知
識
や
技
術
を
学
び
、
常
に
備

え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

まめ知識

い
ざ
と
い
う
時
、
す
ぐ
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
、
応
急
手
当
の
仕

方
を
、
一
度
は
受
け
て
お
く
と
参

考
に
な
る
か
な
ぁ
と
思
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
知
識
と
な
れ

ば
良
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

実
地
も
あ
り
、
細
か
く
分
か
り

や
す
く
教
え
て
も
ら
い
、
良
く
分

か
り
ま
し
た
。

『乳幼児の事故
　　予防と救急法』に

参加された

■ 救急箱
家庭では、次のような薬品や器具を備えておくように
しましょう。
ただし、自己判断で薬品を使用すると傷病を悪化させ
たり、診療や治療の妨げになることがあるので、急を要
するときも、医師の指示に従い、注意をよく読んで使用
しましょう。
【器具】
救急箱（市販のものでなくても、ピッタリ閉まるプラ
スッチクの箱、空き缶など）
傷の保護
□　三角巾（大きいもの）
□　ガーゼ（正方形と四つ切の２種類）
□　包帯（４号、５号）
□　脱脂綿
□　ばんそうこう
外傷の処置
□　はさみ
□　ピンセット
□　毛抜き
□　綿棒
※直接、傷に触れるときは、先を消毒用アルコールに浸
すか、炎で焼いて消毒して使用する。
検温
□　体温計
記録
□　ボールペン・メモ用紙

【薬品】
手、指、器具の消毒
□　アルコールなど
　　（７０％アルコールが最も殺菌力を持つ）
傷口の消毒
□　消毒液（綿棒を使って傷のまわりに塗る）
外用薬
□　かゆみ、虫さされの薬
□　湿疹の薬
□　うがい薬
□　目薬
□　保湿剤
内用薬（医師と相談のうえ準備し、指示に従って使用
する）
※かかりつけの医師、病院、薬局などの電話番号を救急
箱に貼っておくと便利です。
※救急箱は、家族全員にわかり、子どもの手の届かない
位置で、直射日光の当たらない、湿気の少ない所に置い
てください。
※１年に１度は日を決めて、内容の点検をしましょう。

福井　喜美子さん
（大野木）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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町
で
は
、１
月
９
日
（
日
）
に
、

新
し
く
成
人
と
な
ら
れ
る
方
々
を

対
象
に
、
お
祝
い
の
式
典
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
該
当
さ
れ
る
方
々
に
は
、

教
育
委
員
会
か
ら
案
内
状
を
12
月

に
お
送
り
す
る
予
定
で
す
が
、
案

内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
、
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

式
典
に
は
、
あ
ま
り
華
美
に
な

り
過
ぎ
な
い
よ
う
な
服
装
で
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
当
日
は
、

記
念
撮
影
や
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時　

平
成
17
年
１
月
９

日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
か
ら

▽
開
催
場
所　

町
中
央
公
民
館

▽
対

象

者　

昭
和
59
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
町
内
在
住
の
方
。（
町

外
へ
転
出
さ
れ
て
い
る
方
も
ご

希
望
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。）

▽
問
合
先

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（

６
２
―
２
４
２
２
）

平
成
17
年成

人
式を

開
催

役
場
産
業
振
興
課
で
は
、
平
成

８
年
か
ら
転
作
奨
励
作
物
と
し
て

推
奨
し
て
い
ま
す
、
く
り
あ
じ
カ

ボ
チ
ャ
の
苗
の
配
布
（
無
料
）
を
、

本
年
も
栽
培
を
希
望
さ
れ
る
農
家

の
人
に
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

く
り
あ
じ
カ
ボ
チ
ャ
は
転
作
作

物
と
し
て
定
着
し
て
き
て
お
り
、

16
年
産
は
台
風
の
影
響
が
若
干
あ

り
ま
し
た
が
、
平
均
単
価
も
ま
ず

ま
ず
で
、
次
の
よ
う
な
実
績
を
あ

げ
ま
し
た
。

◎
全
体

・
作
付
面
積　

１
４
９
ａ

　
　
　
　
　
　

20
戸

・
農
協
出
荷
額　

２
，
２
９
１
千

円
・
反
収　

１
５
３
千
円

◎
Ａ
さ
ん
の
実
績

・
作
付
面
積　

14
ａ

・
秀
品
、
優
品
（
10

）

　

２
６
９
ケ
ー
ス

・
農
協
出
荷
額　

２
９
１
千
円

・
反
収　

２
０
８
千
円

▽
申
込
期
限　

１
月
31
日
（
月
）

▽
配
布
時
期　

３
月
下
旬

▽
配
布
条
件

・
転
作
作
物
と
し
て
水
田
に
栽
培

す
る
こ
と

・
収
穫
し
た
カ
ボ
チ
ャ
を
農
協
へ

出
荷
す
る
こ
と

※
出
荷
一
ケ
ー
ス
当
た
り
２
０
０

〜
３
０
０
円
の
助
成
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

▽
配
布
苗
本
数　

約
６
千
本
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
産
業
振

興
課
（

６
２
―
２
４
１
６
）

転作奨励

くりあじカボチャ苗を希望農家に配布！

昨年の成人式
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配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

保
護
命
令
の
対
象
を
、
子
ど
も

や
離
婚
し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
退
去
命
令
の
期

間
を
２
か
月
に
延
長
す
る
こ
と
な

ど
を
柱
と
し
た
改
正
法
が
成
立
し
、

12
月
２
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

○
改
正
の
主
な
内
容

１
『
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
』
の
定

義
の
拡
大

２
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

３
市
町
村
に
よ
る
配
偶
者
暴
力
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
実

施
が
可
能

４
基
本
方
針
及
び
基
本
計
画
の
策

定

配偶者からの暴力で

悩んでいる方へ

５
被
害
者
の
自
立
支
援
の
明
確
化

等
６
警
察
本
部
長
等
の
援
助

７
苦
情
の
適
切
か
つ
迅
速
な
処
理

８
国
籍
、
障
害
の
有
無
等
を
問
わ

な
い
人
権
の
尊
重

▽
問
合
先

三
重
県
生
活
部
男
女
共
同
参
画

室
（

０
５
９
―
２
２
４
―
２

２
２
５
）

※
内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.g

en
d
er.g

o.jp
/

e-vaw
/index.htm

）
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

１１０番は、緊急通報用の電話です。
平成１５年中、県下では９８，２２３件
の通報がありましたが、この中には緊急対
応を必要としない相談などが数多くあり、
緊急通報に対する警察の対応に少なからず
影響がでています。
１１０番は目的に沿った正しい利用をお
願いします。
※困りごとや悩みごとは、０５９－２２
４－９１１０、または『＃９１１０』（プッ
シュ回線・携帯電話のみ可）へお願いします。
１１０番通報するときは、
・いつ
・どこで
・何があったか
・犯人は
・あなたの住所、氏名
以上のことを、落ち着いて要領よく通報
してください。

 1月10日は、

『110番の日』

11
月
15
日
付
け
で
、
度
会
町
担

当
の
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
、

喜
多
壽
一
さ
ん
（
田
口
）
が
、
自

衛
隊
三
重
地
方
連
絡
部
長
お
よ
び

度
会
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

喜
多
さ
ん
は
、
今
年
の
大
規
模

な
災
害
の
発
生
や
国
際
情
勢
の
緊

迫
化
に
つ
い
て
話
し
、「
災
害
時

に
お
け
る
自
衛
隊
の
災
害
復
旧
活

動
な
ど
が
、
国
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
大
切
で
あ
り
、
自

衛
官
の
使
命
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
安

心
・
安
全
で
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
も
、
特

に
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
、
自
衛

官
の
行
動
・
活
動
に
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

と
、
募
集
相
談
に
対
す
る
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

自衛官募集相談員に

喜多　壽一さん

自衛官の行動・活動に
関心をもっていただければ
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連
載

『
一
日
福
祉
体
験
教
室
』
感
想
文

「緑清苑に行って」

小川郷小学校　６年

井上　　亮さん

今
月
号
か
ら
３
か
月
に
わ
た
り
、
平
成
16
年
度
福
祉
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
の
福
祉
体
験
発
表
会
で
発
表
さ
れ
た
、
町
内

各
小
中
学
校
の
代
表
者
６
名
の
方
の
作
文
を
連
載
し
ま
す
。

ぼ
く
た
ち
は
、
８
月
２
日
の
福

祉
体
験
教
室
で
、
緑
清
苑
へ
行
き

ま
し
た
。

緑
清
苑
に
つ
い
た
時
は
、
最
初

少
し
き
ん
張
し
ま
し
た
。
中
に
入

っ
て
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん

が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
来
て
く
れ

た
時
は
、
着
い
た
時
よ
り
も
も
っ

と
き
ん
張
し
ま
し
た
。

そ
し
て
20
人
ぐ
ら
い
集
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
、
ま
ず
、
リ
コ
ー
ダ
ー

の
演
奏
を
き
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

う
ま
く
ふ
け
て
よ
か
っ
た
し
、
お

じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
喜
ん

で
く
れ
て
、
拍
手
を
し
て
く
れ
た

事
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
は
、
お
じ
い
さ
ん
と
お

ば
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
ぼ

く
た
ち
の
考
え
て
い
た
ゲ
ー
ム

で
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
て
本
当
に
よ
か

っ
た
で
す
。
ゲ
ー
ム
の
中
で
一
番

楽
し
か
っ
た
の
は
、「
幸
せ
な
ら

手
を
た
た
こ
う
」
で
し
た
。
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
を
さ

わ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
手
を
た

た
き
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
き
ん
張
感
が
う
す
れ
て

い
き
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
終
わ
る

と
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん

の
食
事
の
用
意
を
手
伝
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
は
ん
や
お
か
ず
を

運
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
運
び
終
わ

っ
て
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん
た
ち
と

い
ろ
い
ろ
な
話
し
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
食
事
や
話
が
終
わ
っ

て
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
、

お
弁
当
を
も
ら
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
時
間
ぐ
ら
い
休
け
い

し
ま
し
た
。

休
け
い
が
終
わ
っ
て
か
ら
み
ん

な
で
そ
う
じ
を
し
ま
し
た
。
ろ
う

か
の
水
ぶ
き
な
ど
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
ろ
う
か
の
手
す
り
や
つ

く
え
な
ど
を
ふ
き
ま
し
た
。
け
っ

こ
う
き
れ
い
に
な
っ
た
の
で
、
次

は
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の

へ
や
を
そ
う
じ
し
ま
し
た
。
お
ば

あ
さ
ん
た
ち
に
へ
や
を
そ
う
じ
し

て
も
い
い
か
ど
う
か
を
た
ず
ね
な

が
ら
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
ふ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
ろ
う

か
を
ふ
き
ま
し
た
。
一
番
ろ
う
か

が
よ
ご
れ
て
い
て
、
ぞ
う
き
ん
が

す
ご
く
黒
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う

じ
の
時
も
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば

あ
さ
ん
と
け
っ
こ
う
話
を
し
ま
し

た
。
緑
清
苑
の
人
た
ち
と
だ
い
ぶ

仲
よ
く
な
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

そ
う
じ
が
終
わ
っ
て
帰
る
前
に
、

緑
清
苑
の
職
員
の
方
か
ら
お
話
が

あ
っ
て
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
し
た
。
ぼ
く
も
質
問
し
よ
う
と

し
た
け
ど
、
友
だ
ち
が
同
じ
質
問

を
し
た
の
で
や
め
ま
し
た
。

緑
清
苑
の
人
た
ち
は
、
す
ご
く

や
さ
し
か
っ
た
で
す
。
最
初
は
す

ご
く
き
ん
張
し
た
け
ど
、
だ
ん
だ

ん
き
ん
張
が
う
す
れ
て
い
き
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
が
、
ぼ
く
た
ち
の
考
え

た
ゲ
ー
ム
で
喜
ん
で
く
れ
た
事
が

一
番
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
。
緑

清
苑
の
人
た
ち
も
こ
れ
か
ら
も
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ほ
し
い

で
す
。

ぼ
く
は
、
こ
の
福
祉
体
験
教
室

を
き
っ
か
け
に
、
ま
た
福
祉
に
つ

い
て
勉
強
し
た
い
で
す
。
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私
は
、
福
祉
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
の
は
、
こ
の
日
を
入
れ
て

２
回
目
で
し
た
。
一
番
初
め
の
頃

か
ら
２
、
３
年
は
た
っ
て
い
た
の

で
、
車
椅
子
の
乗
り
方
な
ど
あ
ま

り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ず
初
め
に
車
椅
子
の
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
乗
り

方
の
基
礎
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、

自
分
１
人
の
力
で
ち
ょ
っ
と
し
た

坂
や
下
り
道
が
あ
る
ル
ー
ト
を
、

車
椅
子
の
ま
ま
で
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、
車
椅
子

に
乗
る
順
番
が
回
っ
て
く
る
ま

で
、
一
緒
に
体
験
に
行
っ
た
人
の

車
椅
子
に
乗
っ
て
い
る
姿
を
見
て

い
ま
し
た
。
坂
で
苦
戦
し
て
い
る

人
も
い
た
り
、
す
い
す
い
行
く
人

も
い
た
り
す
る
の
を
、
私
は
人
ご

と
の
よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。
だ

け
ど
自
分
が
い
ざ
体
験
す
る
と
な

る
と
車
椅
子
に
乗
る
だ
け
で
緊
張

し
不
安
で
し
た
。
坂
の
前
に
き

て
、
お
も
い
き
っ
て
腕
に
力
を
入

れ
た
ら
登
れ
ま
し
た
。
私
の
中
で

は
ホ
ッ
と
し
た
気
分
で
し
た
。
け

れ
ど
今
度
は
坂
を
登
っ
た
の
で
降

り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

「福祉体験をして」

度会中学校　３年

伊藤　綾香さん

時
に
「
前
に
と
ば
さ
れ
る
の
で
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
い
不
安

で
し
た
。

こ
の
後
は
ま
た
車
椅
子
を
使
い

段
差
を
友
達
に
助
け
て
も
ら
っ
て

上
が
っ
た
り
、
一
人
で
は
登
る
こ

と
の
で
き
な
い
坂
を
助
け
て
も
ら

っ
て
登
る
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
段
差
な
ど
で
、
車
椅

子
を
上
げ
る
時
に
は「
あ
げ
ま
す
。」

の
一
声
を
か
け
る
こ
と
や
、
坂
を

降
り
る
時
は
車
椅
子
の
人
の
背
中

か
ら
降
り
る
こ
と
な
ど
の
い
く
つ

か
の
注
意
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
友
達
に
い
ろ
い
ろ
気
を
つ
か

っ
て
も
ら
っ
て
楽
で
し
た
が
、
同

時
に
怖
い
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
車
椅
子
の
体
験
を
し
て
思

い
ま
し
た
。
私
が
こ
ん
な
に
不
安

に
な
っ
た
り
、
い
つ
も
一
緒
に
い

る
友
達
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る

の
に
怖
い
な
と
思
っ
た
り
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
車
椅
子
に
乗
っ
て

い
る
人
が
他
人
に
し
て
も
ら
う
の

は
、
す
ご
く
不
安
に
な
る
の
だ
ろ

う
と
。
け
れ
ど
助
け
て
も
ら
え
る

の
は
す
ご
く
感
謝
で
き
る
こ
と
だ

と
も
思
い
ま
し
た
。
私
は
、
車
椅

子
に
の
っ
て
い
る
人
の
気
持
ち
に

少
し
で
も
近
づ
け
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
大
切
な
体
験
を
生

か
し
て
困
っ
た
人
を
み
か
け
た
ら

こ
の
日
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
、
め
が
ね
や
手
袋
や
耳
栓

を
身
に
つ
け
て
、
お
年
寄
り
の
人

は
こ
ん
な
不
自
由
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
殊
な
め

が
ね
を
か
け
る
と
視
野
が
せ
ま
く

な
り
、
字
は
ぼ
や
け
て
ま
し
た
。

私
が
一
番
め
が
ね
を
つ
け
て
び
っ

く
り
し
た
の
は
、
友
達
の
顔
が
い

つ
も
白
い
肌
な
の
に
黄
色
く
ぼ
や

け
て
見
え
た
こ
と
で
し
た
。
シ
ョ

ッ
ク
で
し
た
。
手
袋
を
は
い
て
ボ

タ
ン
を
と
め
て
み
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
目
は
見
に
く
い
し
手
ま
で

動
き
づ
ら
く
て
、
ボ
タ
ン
を
は
め

る
の
が
つ
ら
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

途
中
で
や
め
よ
う
か
と
思
い
ま
し

た
。
耳
栓
は
友
達
と
話
し
て
み
る

と
、
口
を
大
き
く
あ
け
た
声
は
聞

こ
え
る
け
れ
ど
、
口
を
小
さ
く
あ

け
た
声
は
ぜ
ん
ぜ
ん
聞
こ
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
当
に
お
年
寄
り
の

人
は
大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
に
は
で
き
て
あ
た
り
前
と
思
っ

て
い
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
少
し

考
え
方
を
変
え
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。最

後
に
お
年
寄
り
の
人
と
ゲ
ー

ム
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
と
て

も
あ
っ
た
か
い
気
分
に
な
り
ま
し

た
。本

当
に
こ
の
日
は
、
こ
れ
か
ら

の
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
を

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
の
中
に
身
近
で
大
切
な
知
識
が

ふ
え
ま
し
た
。
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

11
月
18
日

犬
の
餌え

を
啄

つ
い
ば

む
す
ず
め
一い

っ

茶さ

の
忌

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

仏ぶ
っ

足そ
く

石せ
き

に
淡あ

わ

き
木こ

漏も

れ
日び

冬
さ
く

ら

麻
加
江　

中
村　

和
代

人
去
り
て
椅
子
に
寒
さ
の
残
り
た

る

上
久
具　

柳
谷　

静
雄

昼
過
ぎ
の
は
や
影
多
し
峽か

い

の
秋

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

冬
晴
や
母
百
才
の
笑
顔
か
な

棚　

橋　

山
本　
　

順

懸け
ん

崖が
い

菊ぎ
く

飾か
ざ

り
て
床ゆ

か

し
和
菓
子
店

棚　

橋　

田
畑　

サ
ダ

蝕む
し
ば
ま
れ
散
り
残
り
た
る
柿
紅
葉

大
野
木　

西
村　
　

永

畑は
た

の
隅す

み

菊
咲
き
ほ
こ
る
明
る
き
日

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

去
る
10
月
28
日
、
棚
橋
保
育
所

園
庭
で
、
町
内
各
保
育
所
の
年
長

児
の
交
流
会
と
し
て
『
運
動
会
ご

っ
こ
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
か
け
っ
こ
や
綱

引
き
、『
貨
物
列
車
』
ゲ
ー
ム
な

ど
を
し
、
仲
良
く
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
に
は
遊ゆ

う

戯ぎ

室
で
み

ん
な
そ
ろ
っ
て
お
弁
当
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

みんな仲良し

『運動会ごっこ』
～ 年長児４園交流会 ～

み ん な で お 弁 当

今日も一日よろしくね

『貨物列車』ゲーム
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紀伊長島町で開催された、三重県スポーツ少年団

ソフトボール交流大会女子の部で、中川スポーツ少

年団女子ソフトボール部が、三重県下総６チームが

参加した中、堂々の優勝を飾りました。

今後の活躍が期待されます。

去る１０月２４日、中川小第２グラウンドを会

場に、度会町一般ソフトボール大会が開催されま

した。

大会結果

優　勝　　アルバトロス

準優勝　　スラムダンク

度会町一般ソフトボール大会を開催

三重県スポーツ少年団ソフトボール交流大会

中川女子ソフトボール部が優勝

　去る１１月７日、中川小学校体育館を会場に、度

会町バレーボール連盟主催の第３回度会町家庭婦人

バレーボール男女混成大会が開催されました。

　参加した４チームは、試合を楽しみながら、良い

汗をかき、熱戦を繰り広げました。

大会結果

優　勝　ラブリー　　　準優勝　ソフトリー

３　位　リバース　　　４　位　マミーズ

第３回度会町家庭婦人バレーボール

男女混成大会を開催
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お知らせ12月

December

ヨーコ ゼッターランド

トーク＆バレーボール講習会を開催

開催日時　１２月２６日（日）

　　　　　　　午後１時～３時（開場正午）

開催場所　御薗小学校・体育館（御薗村長屋）

定　　員　２５０名

申込期限　１２月１０日（金）

準 備 物　体育館シューズ

申込・問合先　町教育委員会生涯学習課

　　　　　　　　（６２－２４２２）

『バザールわたらい産直市』を月２回

　　　　　　　（第１・３日曜日）開催

『バザールわたらい産直市』は、昨年５月から毎月２

回開催しています。今後も、引き続き地域の生産者が、

消費者の皆さんに新鮮で安心な地場産品を、安価で提供

できる場を心がけて活動をしていきます。メンバー全員

の地域行動にかける思いにご理解をいただき、ぜひ、ご

来店ください。

開催日時　毎月第１・３日曜日（ただし１２月は、第

１・４日曜日、１月は、第３日曜日のみ）　午前９時

～１１時

開催場所　バザールわたらい（宮リバー度会パーク内）

問 合 先　役場産業振興課（６２－２４１６）

無料登記相談会を開催中

三重県土地家屋調査士会では、毎月２回無料表示登記

相談会を行っています。

どうぞご利用ください。

開催日時　毎月第２・４火曜日　午後１時～４時

開催場所　三重県土地家屋調査士会館（津市上浜町）

問 合 先　三重県土地家屋調査士会

　　　　　　（０５９－２２７－３６１６）

伊勢・志摩第九コンサートを開催

開催日時　１２月２３日（祝）　午後２時

開催場所　伊勢市観光文化会館

演奏曲目　ベートーヴェン作曲『交響曲第九番』全曲

ほか

入 場 料　前売り券　１，５００円

　　　　　　当 日 券　１，８００円

問 合 先　伊勢市観光文化会館（２８－５１０５）

放送大学入学生を募集

放送大学は、自宅で学べる正規の大学です。

放送大学では、平成１７年度第１学期の入学生を募集

します。

応募期間　１２月１５日（水）

　　　　　　　～平成１７年２月２８日（月）

学生種類

・全科履修生（１８歳以上で、高等学校卒業、またはこ

れと同等以上）

・選科履修生（１５歳以上）

・科目履修生（１５歳以上）

学習方法

『自宅のテレビで授業を受ける』方法と『放送大学三

重学習センターのビデオテープなどを利用して学習す

る』方法の２とおりがあります。

問合・資料請求先

放送大学三重学習センター

（０５９－２３３－１１７０）

年末の交通安全県民運動
１２月１１日（土）～２０日（月）

問合先
　役場総務財政課（ 62－ 1111）
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12月の町税
 固 定 資 産 税　第 ３ 期

  国民健康保険税　第 ８ 期

シリーズ今夜の夕食

作
り
方

師走に入り今年もあとわずか

になりました。

お正月には、昔ながらのもの

に新しさも加えた手作りのおせ

ち料理で、新年を寿ぎたいもの

です。

是非、参考にしてください。

豚肉の鳴門巻き

●問い合わせは、保健センター、子育て支援センター（62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　kosodate@town.watarai.mie.jp

１月７日（金）、１月21日（金）

時　間：午前10時～正午

場　所：子育て支援センター

対　象：保育所に行っていないお子

さん

１月24日（月） 一之瀬公民館

１月25日（火） 麻加江生活改善センター

１月28日（金） 中央公民館

時間：午前10時～11時30分ごろ

内容：保育士による手遊び、自由遊

び等

対象：保育所に行っていないお子さん

受　付：午後１時15分～１時45分

場　所：保健センター

乳児健診の対象：

原則として

・２か月児健診

平成16年11月生まれのお子さん

・７か月児健診

平成16年６月生まれのお子さん

・12か月児健診

平成16年１月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として奇数月

生まれの１歳まで

のお子さん

１月12日（水）《ひよこグループ》

１月14日（金）《うさぎグループ》

時　間：午前10時～正午ごろ

場　所：子育て支援センター

※初回のみ要申込み

保健・子育て支援情報保健・子育て支援情報

受　付：午後０時45分～１時

場　所：保健センター

対　象：平成13年５月・６月生まれ

のお子さん

ワカメは洗って水につけ、塩抜きをして水気を絞る。干ぴょうは水洗
いして塩を振ってもみ、もう一度水洗いして水気を絞る。
豚肉は２枚づつ、少し重ねて、たて長に置き、重なった部分を叩いて
のばす。ワカメを等分にのせ手前から巻き、干ぴょうで中央をしばる。
鍋にを入れ、ひたひたの水で落としブタをして、中火にかける。煮
立ったらアクをとりＡで５分煮る。
③にＢを加えさらに２０分煮る。長さを整え器に盛る。

地区巡回広場わたぼうし

乳児健診および育児相談
１月26日（水）

遊・友・YOUくらぶ３歳６か月児健康診査
１月５日（水）

わたっこ広場開放

おめでた

おせち料理
度会町食生活改善推進協議会

作
り
方

おくやみ

10 月中に届出のあった方（敬称略）

 子の名前 保護者名 字名

坂井　悠
はる

姫
ひ

 健通 棚　橋

材料（４人分）

ワカメ（塩蔵） １００ｇ

干ぴょう 適量

塩 適量

豚もも肉（薄切） ３００ｇ

Ａ
　砂糖 大さじ３

酒 大さじ２

Ｂ
　みりん 大さじ１

しょう油 大さじ４

10 月中に届出のあった方（敬称略）

 名　前　 年齢 字名

中北　一男 ７２ 中之郷

岡村　文子 ６１ 棚　橋

荻田トヨ子 ７１ 栗　原

喜多　守一 ８１ 田　口

御村　正和 ６９ 南中村

平生　久市 ７８ 南中村

尾嵜　てる ９２ 當　津

山崎　舞 ２６ 注連指
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30

度会町に新しく、子どもたちに継承できる文化を求め、今年２月、『度会鏡太鼓』
を立ち上げました。
聞くだけでも胸を打たれる、そんな魅力があるからこそ、祭りには『太鼓』やと思う。
そして、僕らの世代が町おこしをやらないかんと思う。

去る１１月１９日、内城田小学校で、来春小学
校に入学する子どもたちの就学時健康診断が行わ
れました。
子どもたちは、少し緊張をしながらも、大きな
声で元気にあいさつをし、嬉しそうに健診を受け、
入学への期待に胸を膨らませているようでした。

一
日
一
歩

い
よ
い
よ
師
走
で
す
。
私
ご
と

で
す
が
、
今
年
１
年
を
振
り
返
る

と
、
毎
日
が
師
走
で
あ
っ
た
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど

う
で
し
た
か
？

さ
ら
に
、
年
末
に
な
る
と
気
忙

し
く
な
り
、
注
意
が
散
漫
と
な
る

た
め
、
特
に
交
通
事
故
な
ど
に
は

十
分
気
を
付
け
た
い
も
の
で
す
。

新
年
を
気
分
よ
く
迎
え
ら
れ
る

よ
う
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
行

動
し
た
い
で
す
ね
。

町のうごき
人　口 男　4,574（± 0） 出生　 1

女　4,832（－ 9） 死亡　 9
計　9,406（－ 9） 転入　16

世帯数2,730（＋ 1） 転出　17

細 渕　紀
のり

 康
やす

 さん （平 生） 45歳／A型

岡 村　宗
むね

 明
あき

 さん （棚 橋） 32歳／B型

今 月 の 表 紙

感動したこと

福祉ふれあいまつりでは、保育所の園児たちが太鼓などを
上手に叩いてくれていて嬉しかった。１年足らずの間に、こ
んなにも太鼓が浸透したことにびっくりしました。太鼓を叩
いてくれる子どもたちの姿にさらに感動し、一生懸命やろう
と思った。

苦労したこと

太鼓が買えなかったり、練習場所の確保など大変なことも
たくさんあったけど、運が良かったのか困った時に助けてく
れる人がいて、恵まれていたのかもしれない。
今は、地域の皆さんに知ってもらうにつれ、プレッシャー

がかかってきました。新曲を増やし、曲の喜怒哀楽を表現で
きたらと思っている。2・3年後にはリサイタルを開きたい。

今後の予定

12月 12日と元旦には、内城田神社で奉納太鼓を予定し
ています。各区の行事や、聞きたいと言ってくれる人が、一
人でもみえれば伺います。
また、来年春ぐらいからメンバーを募集したいと考えてい

ます。

夢

度会町は目立たないかんし、「度会町もなかなかやるやな
いか。」と言わせたい。他の市町村にも誇れるような太鼓を
目指したい。
また、子どもからお年寄りまでが親しめるような太鼓であ

りたい。
度会町全部が、『和（なごみ）』となるように望んでいます。

おことわり
練習などで、ご近所の方には大変ご迷惑をおかけしますが、

今後もご理解よろしくお願いします。

平成16年10月31日現在
（　　）内は前月比

聴 力 検 査

岡村さん 細渕さん


